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クラブ会長標語  『「 Changing 」～克服していこう～』 クラブ会長：桶谷　雄一

国 際 会 長 主 題  国際会長：Edward Ong
アジア地域会長：田上　正

西 日 本 区 理 事  主 題 世界中の仲間とYYY ライフを楽しみましょう !!　
“Let’ s enjoy the YYY life together withour friends all over the world!! “

西日本区理事：中井　信一

京 都 部 部 長 主 題 次のステージを求めて！ 京都部部長：隠塚　功

「だれでも、わたしの天の父の御心を行う人がわたしの兄弟、姉妹、また母である。」
今月の聖句

マタイによる福音書12章50節（新約聖書）
＊血縁を超えた結びつきを説くイエスの言葉。教会では「御心を行う人＝信者」前提で語られることも多い箇所。
が、YMCAで多国籍多宗教の方々と善き目的のため共に汗をかいた経験から「御心を行う人＝宗教によらない」としか私には思えず･･･
イエスの思考は「キリスト教」という枠組みさえ超えていたのでは？と妄想しちゃうのでした。

“Faith, Love, Action”「信念、愛、行動」
アジア太平洋地域会長 “Act now with faith and love!”「信念と愛を持って行動しよう！」
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Lookinng for the next stage ！

8 月第一例会
８月６日（水）19:30～21:30

 
ミュンヘン



8 月 1 日から 3 日まで熊本にて開催されました Y's アジア大会に、TOBE チームから 14 名が参加しまし
た（2日目の二次会からはさらに2名が合流）。大会期間中は昼夜を問わず盛況なうちに閉幕いたしました。
初日は熊本城ホールでの開会式および国際会長就任式に出席いたしました。スピーチは英語が中心で完
全な理解は難しかったものの、格調高い式典であることは十分に伝わってまいりました。夜はホテル日
航熊本での懇親会にて、コース料理を囲みながら多くの方々と交流を深めることができました。
2 日目は 5 つのグループに分かれてのエクスカーションが行われ、私は熊本城ホールでのライブに参加い
たしました。中でも、TOBE チームの **「kyoto サクセション」** によるライブパフォーマンスは、圧倒
的な存在感でお世辞抜きで　最高にロックでした。夜の会食はビュッフェ形式で、揚げたての天ぷらな
ど美味な料理が提供されましたが、一部では混雑によりお時間を要する場面も見受けられました。二次
会では居酒屋にて「熊本ジェーン」のメンバーとの親交を深めることができ、三次会まで大いに盛り上
がりました。
最終日は閉会式への参加は見送り、食べそびれていた熊本ラーメンと赤肉馬肉丼を堪能し、熊本での滞
在を締めくくりました。
今回初めてアジア大会に参加し、Y's の世界的な広がりや多様な人種、そして人脈が繋がっていく様子を
目の当たりにし、深く感銘を受けました。この経験を通じ、今後さらに多くの方々と繋がり、自身の成
長に繋げていきたいと強く感じました。

アジア太平洋地域大会レポート ８月 1,２,3 日
 
熊本市　熊本城ホール

京都トゥービークラブ　原田 正規

「8 月 1 日から熊本で開催された第 31 回アジア太平洋地域大会に参加しました。国内外の仲間が一堂に

会し、再会を喜び合う姿に胸が熱くなりました。オープニングでは国や地域を越えてつながる意義が語

られ、講演や分科会を通じて多くの学びと刺激を受けました。エクスカーションでは熊本の自然や文化

に触れ、通潤橋の放水の迫力にも圧倒されました。さらに、在京都ラオス人民民主共和国名誉領事で京

都パレスクラブの大野嘉宏ワイズのスピーチでは、ゾウや市バス、教育事業にまで広がる交流の話が紹

介され、その活動規模に改めて驚かされました。「For Greater Joy!」のテーマ通り、仲間と喜びを分か

ち合い、さらに大きな喜びへとつながる大会となりました。」

京都トゥービークラブ　宮代 善文



8 月第 2 例会は西院春日神社の振興会、若中会から
ゲストをお招きして林ワイズのスピーカー例会でし
た。
最初に春日祭りの説明の動画を見ました。
40 年以上前の動画であり、8 ミリフィルム？の映像
に懐かしさを感じました。
長年京都に住んでいながらも西院、春日・佐井と言っ
た言葉の由来も知らず、歴史の勉強にもなり、同時
に歴史のある地域のお祭りなんだと感じました。

８月第二例会 スピーカー例会 ８月２7日（水）19:00～21:00 
ANAクラウンプラザホテル京都

京都トゥービークラブ　宮田 雄輔

動画鑑賞の後は林ワイズから神輿の担ぎ方の説明や注意点、当日の流れの説明がありました。神輿経験のないもの
にとって新しい発見のある例会となりました。
また、クラブメンバーの独自の地域奉仕活動が垣間見れる例会でした。
私のように神輿に縁が無いメンバーにとっては、祭りへの参加は貴重な体験になります。
10月第 1例会の西院春日祭りへの参加意欲が増す例会となりました。

私の地元でも 5 月に神輿祭りがあります。毎年、家の前を神輿が通過するのを見ていますが、あまり興味を持って
いませんでした。
これを機会に調べてみようかと思います。

令和 7年 8月 9日 ( 土 ) 17:00 より京都リーガロイヤルホテル
において、京都 ZERO ワイズメンズクラブの 15 周年記念例会
が開催され、我がクラブからは桶谷会長はじめ　名でお祝いに
馳せ参じました。
ZERO クラブはトゥービークラブがチャターしたクラブであり
親子関係になりますが、立派になった子どもを見るような親の
心境になり感慨深いものがあります。
ZERO クラブのキーメンバー ( 高倉英理・井上晴雄・故田中光
一敬称略 ) の 3 名のワイズメンがトゥービークラブから旅立た
れ、新クラブの礎としてスタートされ、現在は会員数 36 名に
までに成長、その 15 年の軌跡を綴る映像には胸が熱くなりま
した。あらためて本紙面をお借りして 3 名のキーメンバーのご
苦労に感謝申し上げます。
最後になりますが、15 年周年記念としてリトセンに寄贈され
た ZERO キャビン建築はメンバー一丸となり取組まれた素晴ら
しい事業であり、リトセンのレガシーとして受け継がれていく
のだと思います。
これぞワイズの醍醐味、トゥービーも負けられないですね！！
有意義な楽しい時間を有難うございました。

京都 ZEROワイズメンズクラブ

15周年記念例会
8 月 9日 ( 土 ) 17:00～
京都リーガロイヤルホテル

京都トゥービークラブ　畑本 久仁枝(特別メネット)
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書　記

会　計

桶谷　雄一
小幡　　弘
山口　真一
青木禎一郎
宮田　雄輔
伊東　隆一

クラブオフィス：京都YMCA
住所 〒604-8083 京都府京都市中京区 三条通柳馬場東入中之町 2
電話 075-231-4388

YMCA NEWS

リトリートセンター開設６０周年記念募金1
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連 載

８月第 2例会

8月第 1例会

   

例会出席

   

ニコニコ

８月第１例会

８月第２例会 10,000 円

12,000 円

累計 　30,000 円

皆さん、こんにちは！
桶谷ワイズ所有の「相棒たち」を勝手に紹介するコーナーです♪
第２回目は、おけたに電工の絶対的エース、名付けて
「スペーシアカスタム」！

――その正体は “パレットターボ”。元々は桶谷の妹・香織の愛車で、
手放してから赤星薫さんの弟・晴彦さんが
中古車情報誌で見つけて購入。その後は姉の薫さんが乗り継ぎ、そして
最終的に「おけたに電工」へやってきました。まるで人から人へと想い
をつなぐリレーカー。コンパクトな見た目ながらターボエンジンを積ん
だ力持ちで、坂道も荷物も軽やかにこなす頼れる一台です。これからは
現場で働くエブリィ号が職人さんに使われている時、代車としてフル稼
働し、しっかり電工をサポートしてくれる予定。単なる移動手段を超え、
歴代のオーナーの物語を背負いながら、現場でもプライベートでも活躍
していく存在です。複雑な経歴も今となっては宝くじに当選するより難
しい確率です笑。
これから新しい物語をおけたに電工で刻んでいきます。

京都トゥービークラブ会長　桶谷 雄一

多くの子どもたちやご家族が安心して活動できる施設となるよう、開設 60 周年を機に、環境整備
に取り組んでいます。この施設が、京都ＹＭＣＡの地域社会に対する使命を果たす拠点として、今
後も活用され続けるよう努めてまいります。本事業の趣旨にご理解を賜り、ともにこの取り組みを
進めていくため、募金へのご協力をお願い申しあげます。詳細は下記二次元コードまたは、
https://kyotoymca.or.jp/facilities/?p=1446　を読み込んでご覧ください。

 21 ／ 31 名

ゲスト：3名

23 ／ 31 名
ゲスト：4名
コメット：3名
メネット：1名

「桶谷会長の相棒たち」
くるま


